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仙台 Y W C A 震災復興支援室 ｢ こ ころの杜｣

仙台 Y W C A 震災復興支援室 ｢ こ ころの杜｣ は､ 震災発生後､ 被災地の 復興を願い ､ 人と地域を元気

にする人材育成に向けて
､
｢ こ ころのケア｣ ボランテ ィ ア責成講座を開催してきました｡

こ の講座は､ 支援する人を応援 して います｡ す で にボランティ ア活動を して い る方 ､ これから始めよ

うと思 っ てい る方 ､ 地域や家庭で支援を要する人々 をさまざまに支えて いる方､ どうぞお出でください ｡

プ ロ グラム は 加体験型 で行 い ます 午前の プロ グラム は選択ですが､ できれば全 日程の参加 をおす
すめ します ｡ 講座修了後に､ 希望者は ｢ 仮設住宅 ･ サ ロ ンボランティ ア｣ 実習にご参加いただけます｡

講 師 : 金香百合さん
( H E A L ホ リ ス テ ィ ッ ク教育実践研究所 所長､ 支援者 の ため の支援 セ ン タ ー

T O M O N Y ス
ー パ ー

バ イザ ー )

5 月 1 6 日(土) 5 月 3 0 日(土)

1 0 :0 0 - 1 2 : 0 0 S - 1 S - 2

生きづ らさ を抱えた子 ども ･ 高齢者と家族 へ の 支援を考える
若 者 ･ 家族 へ の支 援を考え る ～ 相談する力 ､ 助けてもらう力､
～ 不登校 ･ いき しぶり ･ ひきこもり
･ 非行の背景を知り ､ 寄り添う ～

がんばらない 力 ～

1 2 : 0 0 - 1 3 : 0 0 休憩 休憩

1 3 : 0 0 - 1 4 : 2 5 C - 1 C -

3

今 ､ 被災地 の ボラ ンテ ィ ア の 仮設訪問活動の 中で で きる応援(1)
意味 と役 割 ～ つづけること､ 変化を理解 しつ つ
～ 発災から 4 年､ 人や地域の変化

を理解 しつ つ 関わる ～

寄り添うこと′ )

1 4 :3 5 - 1 6 : 0 0 C - 2 C - 4

ボ ラ ン テ ィ ア の人 間力 & 対話 力 仮設 住宅 を退去 され て か らで きる

をみが < 応援 (2)
～ 寄り添うために､ 支え合 うため ～ お便りボランテ ィ ア､ 同寄合企画
に必要な こと′ 〉 ボラ ンテ ィ アなど ～

受講料 : S
- 1 ( 選択) 1 , 0 0 0 円 S - 2 ( 選択) 1 ,0 0 0 円

C - 1 , 2 ( 必須) 1 ,0 0 0 円 e - 3 , 4 ( 必須) 1 , 0 0 0 円

会 場 : 仙台 W C A ( 仙台市青葉区上杉 2 - 1 -

1 0 ) 1 F ホ ー ル

修 了証 : 2 日間全日程出席の方に修了証を発行いた します｡

ムい 3 5 0 0 円

申込み : F A X O 2 2 -

2 6 5
-

9 3 1 0 ( 裏面に申込書) メ ー

ル ア ドレ ス 州 C a @ ∝ m j p

①お名前 ②所属団体( あれば) ③年齢 ④住所 ･ 電話 ⑤参加動機 をお知らせください ｡

主 催: 一 般財団法人仙台 Y W C A 震災復興支援室｢ こころ の杜｣ T E L 0 2 2 -

2 2 2
-

9 7 1 4

この講座はみやぎ生協 ｢ コ ー プこ うべボランテ ィアセ ンタ ー 支援募金｣ の支援 を受けて います ｡



仙台 Y W C A 行き F A X : 0 2 2 - 2 6 5 - 9 3 1 0

ボラ ンテ ィ ア養成講座 参加申込書

参加希望者氏名 生年月日
*
:

講座 ( 申込みに○) 5 月 1 6 日 ( S
- 1 C - 1 , 2 )

5 月 3 0 日 ( S - 2 C - 3 , 4 )

所属団体 ( あれば)

ご住所 T

電話番号

メ ー ルプフドレス

参加動機

◆ 申込方法 ◆
*

保険加入のため生年月 日をご記入< ださい ｡

上記申込書 に ご記入 の 上､ F A X または
_
E -

m a il で お申 し込みください ｡

E -

m ail には必ず件名 ｢ ボランテ ィ ア養成講座 参加申込｣ をお書きください｡

お申 し込みには仙台 Y W C A から確認の ご連結を差 し上げます｡

個人情報 ( 住所 ･ 氏名等) は適切に管理 L / ､ 仙台 Y W C A の講座の運営にの み使用 します ｡

[ 地図]




